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大陸棚シ

付､

ヨトボｰリング法

潜水調査船｢しんかい｣

大陸棚の地質および地下資源調査にはいくつかの方

法力茎すでに行なわれている(第1表).このうち海底

表面部に関しては観察調査の大部分物理探査の1部

表面試料採取などから資料が得られるが海底下の情報

入手は主として物理探査とボｰリングによらざるを得

ない.

以下大陸棚ショｰトボｰリング法の2･3について

述べてみよう.

マリンドリル

海底ポｰリングの装置の中に海底法(沈置法)がある.

この方法はわが国独特のもので戦後新しく研究1開発

された技術の1つである.この方法は掘さくの主体を

なすボｰリング機械を海底面まで沈めて設置し船上か

らの遠隔操作によってボｰリングを行なう方法である.

このため浮遊している船と海底にあるボｰリング機械

とが可携性の各種ラインで結ばれているのでボｰリン

グ機械自体は波や風の影響を受けないという特長をもっ

ている.

鉱研式マリンドリルは昭和34年に1号機を試作し

さらに昭和42年に一段と大型にした2号機(MD-150型)

を完成させている.写真①は東大海洋研究所の所属

船白鳳丸から海上実験を行狂っているところである.

本装置のおもな仕様は次のとおりである.

掘進能力垂直方向の普通工法で25m

ワイヤヲイン工法で約100m可能

可動水深最大150m

スピンドル回転120叩m

ストロｰク長1m

給圧力2.2トン

ポンプ送水量251/min

ガイドデリック全長27m

原動機連続定格水中モｰタで3.7kW5.5kW19kWの各

1基を使用

重量補助ウェイトを含めて約5トン

地質調査所型ポンツｰ･ン

地質ニュｰスNo.124(昭和39.12)の中にポンツｰン

河内英幸｡野口麟竜後藤艦悪路川忠夫

の構造･諾設備および第1回の海上実験の概要カミ述べら

れているカミその後毎年のように改良が加えられ現

在ではこの大きさの台船としてはほぼ完成の域に達して

いるものと思われる.そのおも荏改良点は

①スピンドル型ケｰリｰ1コッド

従来はロｰタリｰ方式と同様にケｰリｰロッドの下端

にボｰリングロッドを継ぎだしケｰリｰの長さ(約3

m)だけ掘進するとその分だけ引き揚げさらにロッ

ド1本分を継いで掘進を続けたものであるがこの方

法だと泥水を使用していないため孔の崩壊(とくに未固

結層の場合)が起こりロッドの継ぎだし作業が困難であ

った.

この弊害をなくすためにスピンドノレ型試錐機のよう

にケｰリｰの中にもロッドが通れるようにしさらに

ケｰリｰの頭部にチャックボックスを設けた(写真②)

また40.5m皿ロッドでは細すぎるので50mm用のス

ピンドル型ケｰリｰまで発展させた.

②遵糖式タｰンテ]ブル

従来のものは油圧式によってテｰブルを回転させてい

たが10厩のエンジンを使用しているにもかかわらず

テｰブル回転には半分以下のカしか使われていない状況

であった.機械の設計にも間顧は齢肋婁油圧駆動の

効率はよく粗かっ淀ので今度は7.馬艀のガソリンエン

ジンを使用4段変速のトランスミッジ霧ンを介してタ

ｰンテｰブル紀直結畜せ花畠孝一ンテｰブルのところ

が複吊り装置となっているのほ前と同じである.

③送水ポンプ

粘土分のない砂層を掘進する場合ポンプの力が大き

く巖響する.このため今度は最大吐出量1001/醐inで

4段変速可能のしかも海水の腐食に耐えられるポンプを

試作し効果をあげた.

④深度調節パイプとその保持環

従来スタンドパイプ(ガイドパイプともいい海底面

からポンツｰンまでの間に垂直にたてられたパイプ)は

水深に応じて短管(1mもの1.5mもの)で調節して

いたがこれでは掘進中に汐の干満に対応した調節はむ�
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ずかしかった.このため海面上に現われる部分を汐の

干満に対応できるような深度調節パイプに改装した.

このパイプほ2重管から妊り最初は油圧式により内管

なり外管を上下させることも考えたが結局簡単な方法

としてボノレドナット方式のものを試作した.深度調節

パイプの長さは3m･であるで2皿の深度調節は可能で

ある.

また従来のスタンドパイプではその頭部にじかにロ

ｰプを結ひつけ方向に固定していたが(写真⑥)こ

れでは波浪･干満によってしばしば危険な状態にあうの

で写真(⑦)のよう在保持環を試作した.保持環およ

び深度調節パイプは海上実験の結果予想以上の成果を

収めた.

⑤落しケｰシングの応用(図1)

岩盤掘進の場合表層の未固結地

層の突破はか在りむずかしい問題で

ある.その深さが10m20mと厚

くなるにしたがって困難さが増大さ

れる.海水泥水の使用も考えられ

るが循環系統の設備にむずかしさが

ある.このような時点に考えたの

カミ落しケｰジング工法である.ス

タンドパイプがすでにセットされて

いるので手の中に水深と同じ長さ

のケｰシングを落し込みその中をボ

ｰリングしていくと表層部は自然に

漏斗状に拡大されるのでそれに応じ

てケｰシングも自然に降下しある

深度(約5m位)に達するとあたか

③.地質調査所型ポンツン

直結式タｰン

テｰブル

改良餓の浅夢ン界パイプの

結線繊

⑫

改農機深膜鯛餓ハイダの鰯

と像擁灘�
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口.漁船用アンカｰの使用

はじめは1OOkgの海軍アン

カｰを使用したが取り扱

い上不便と危険があったの

で50kgのものに取り替えた

しかしこの型この重さでは

効果が少ないので70㎏の漁

船用アンカｰに切り替えた

この結果がなり条件の悪い

ところでも十分効果を現わ

してくれた.

ノ'.櫓は初め三脚で高さ5伽の

パイプやぐらを使用したが

数回の経験の結果からこれ

を四脚とし高さも6.5mと

した.このため床面およ

びやぐら上の足場か広くな

り作業が容易となった.

第1図落しケ㎞シングα)作業状態図

も孔内にケｰシングしたのと同じ状態で落ちつく.ケ

ｰシングを引き上げるのにはケｰシングタップを使用す

ると1鶴単ぽできる｡ただしケｰシングと鴛アバｰレ

ルとの間隔があ凄りせ漢すぎるとケｰシングねじかゆ

るむζとかあるので注意を要する.

イ､欄進の総庄踊&しで外径60噸榊"ル劣ラｰ(工遂｡晦加)

を使踊し花ごと

鰹)

狐レクト顯鴛アラ刷

とフ汝勢シヅルシ帝

シト軍)総上緩魔

列ゆ姦澱

り使用しないことである,

ドルにして使用するごあ

巻き込ん怒り率など毅はさまれる危険があるので必ずカ

バｰをかげるごをが踏襲である.

二.そのほかにも細かレ･改良点

はたくさんあるがとくに

注意しなければならないこ

とは手巻きウインチをあま

やむを得ない場合は円形ハン

また回転部の露出は衣類などを

オフシ嚢ア淵ボｰリングにおけるフレキシブルドリルス

号ム鉦遺レ㌘降膿鐵ア㌘一の応用(写真⑧⑨)

この装置はフランスの石油協会(IFP)で開発され

たもので連続したフレキシブノレドリルステムとボｰリ�
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シグ用のエレクトロコアラｰを採用したものである.

この装置は海底地質ショｰトボｰリング用としてもき

わめてすぐれた考案であり地質調査所としてもこの装

置の小規模のものを取り上げているのでこの装置の概

要をっぎに紹介しよう.

IFP.ではこの装置を開発にするに当って

①ドリルステムの可擦性

②作業の応用性と迅速陸

③船上と海底との間の電気的制御方武

などについて問題を提起し約2年間にわたって実験し

た結果水深200～300㎜のところで岩盤を30㎜も掘さ

くできるように扱ったといわれている.

A.エレクト1コ=1アラｰ

海底用エレクトロコアラｰはワイヤロｰプによって海

底まで降ろされ船との間には電らんで連絡されている.

電らんには5～6カ所の動力制御を行たうことのでき

る電線カミ入っている.掘さく水深カミダイバｰの可動範

囲であるならばエレクトロコアラｰをいちいち船上ま

で引き揚げることなしに海底でコアを取り出すこともで

きる.エレクトロコアラｰの機構は次の部分からな

っている.

①25肥の水中モｰタｰのついた直径6"のエレクト回コアラ

ｰそしてトリノレステムは1本300㎏のドリルカラｰがつ

いている.まだコアラｰは31/2"径の硬砦のコアを採取

することができる.

潜水調査船

しんかい母

川崎重]=業(株)鍵俄

しんか匂･舞の

試趨転

州鱗箆工繋(微)擬俄�
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②フレキシブルステムは長さ30mで外径は4"である.こ

のステムはモｰタｰ軸に短かいステムといっしょに取り付

けられている.

③制御装置と測深装置はこのユニットが着底したかどうかを

チェックすると共に掘進状況もコントロｰルできる.

循環水(海水)はユニットの枠の中に収容された通常のポ

ンプによって行なわれる.

巫.船上装置

この装置の全長は7皿で引き揚げ用フックの下部ば

5mである.べ一スは二等辺三魚形で二辺が5.8m

一辺カミ4.4mである.そして全重量は約6トンとなる.

この装置の中にほ制御装置と自動載架装置が含まれてい

る.制御装置は船あ上下動に対して常に一定の給圧を

かけるために考案されたもので油圧機構によってドラ

ムに一定のテンションをかけると共に大車輸にも制御装

置がついていて船の上下動に対応できるようになってい

る.自動載架装置は剛性ドリルステムか30mもあり

策海号諸元

型式球筒型

最大直径1.20皿

全高2.80m

全排水量1,250kg

金重量1,550kg

常用潜水深度200㎜

耐圧試験深度500㎜

重さカミ4.5トンもあるのでこれらを船の中央孔の中に

容易に安全に挿入するために考案されたものである.

このほかコアリングする場合One-bit･mnであれ

ば問題は荏いがビットを取り替えて再び元の孔に入れ

るためには孔内導入機構とへ一スプレｰトが必要である･

球筒型深海潜水機東海号(提供東海サルベｰジ(株))

白鯨号

型式

最大直径

全高

金長

全容積

全重量

常用潜水深度

耐圧試験深度

〔付〕潜水調査船｢しんかい｣

観察調査の中の潜水調査船については1951年に200

m潜水可能の｢くろしお号｣および｢東海号｣カミまた

1959年に200m潜水可能の｢白鯨号｣カミ1964年に300m

潜水可能の｢よみうり号｣がそれぞれ建造された.こ

れらに対して1961年に海洋科学技術審議会において本格

的潜水船の建造が計画されこれにもとづいて1964年科

学技術庁が中心となって潜水船の基本設計ならびに試

験研究が始められた.さらにその成果をもとにして誕

生したのカミ潜水調査船｢しんかい｣で現在試験運転中

であり近く海底地質調査におおいに活躍するものと思

われる.

本船のおも柾特長は

①多目的船であること

②人命安全を第1に考えた設計であること

②球型の賦圧船殼を採用していること

などである.また｢しんかい｣の主要項目は長さ15.3

m幅5.5㎜排水量約85トン最大使用深度600m乗

員数4名水中最大速力約3.5ノット航続時間は水中

常用速力で約10時間空気清浄能力は48時間と泣ってい

る.(筆者らは技術部試錐課)
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